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	保護者・地域住民の皆様へ
	園と家庭・地域とのより良い関係づくりにご協力ください
	〜 園児一人ひとりの成長のために 〜
	本園は、「強い子ども・やさしい子ども・ゆたかな子ども」の育成を目指し、園児一人ひとりの個性や発達の違いを大切にしながら、健やかな成長を支える教育・保育を行っています。子どもの成長は一日一日の積み重ねの中で育まれるものであり、日々の保育を何よりも大切にしています。
	また、本園では、幼児教育においてご家庭との連携を重視しています。園児の健やかな成長のためには、園だけでなく、ご家庭との信頼関係と相互理解が欠かせません。子どもの姿や成長を共有しながら、保護者の皆様とともに子どもたちを育てていくことを大切にしています。
	園と家庭・地域は、ともに園児の成長を支える大切なパートナーです。互いを尊重し、十分な対話と相互理解のもとで連携・協働していくことが、園児一人ひとりの安心と健やかな成長につながると考えています。

	本園の３つの基本姿勢
	園児の健やかな成長を
	第一に考えます
	保護者の相談や不安に
	誠実に対応します
	相互理解と
	対話を大切にします


	ご相談・面談等に関するお願い
	園児の保育環境を守るために
	本園の対応方針
	園児の健やかな成長のためには、園と家庭・地域との信頼関係が不可欠です。
	本園は、これからも保護者や地域の皆様との対話を大切にしながら、園児一人ひとりの成長を支える教育・保育に取り組んでまいります。

